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１ 学校の実態                                      

〇スクールデータ 
＜令和７年度＞ 

・児童数 136 人 

・学級数    （ 8 ） 学級 

・運動やスポーツをすることが好き 74 ％ 
90 ％ ・運動やスポーツをすることがどちらか

というと好き 
16 ％ 

・体育の授業が楽しい 67 ％ 
90 ％ 

・体育の授業がどちらかというと楽しい 23 ％ 

２ 本年度の学校における体育・健康に関する指導計画                                     

（１）重点的に取り組む項目を記入する。 

右枠から番号を 

選択する(複数可) 
① 運動やスポーツをすることが好きという児童を育むための取組 
② 体育の授業が楽しいという児童を育むための授業改善 
③ 運動領域と保健領域の一層の関連を図るための取組（各教科等との関連を含む） 
④ 朝食摂取、睡眠時間の確保、スクリーンタイムの増加への対応など、望ましい 

生活習慣の定着に向けた取組 
①②④ 

（２）重点的に取り組む項目を設定した理由を自校の児童の現状や課題に触れながら、構想や方針
について説明する。 

＜自校の現状や課題＞ 
① 令和８年度体力テスト結果より 
  体力テストの結果では、Ｄ，Ｅ判定の児童が、

２４人（全体の２０％）と多い。特に６年生が９
人と多く、学年差が大きい現状がある。また、全
体的に持久力に課題が見られる。 
昼休みには、体育館や運動場で毎日のように遊

ぶ児童と、教室や図書館で過ごす児童との二極化
がある。こちらも学年差が大きく、こうした差が
体力テストの結果の差につながっていると考えられる。 

② 令和７年度アンケート結果より 
  「体育の授業は楽しいか」という質問に「あまり楽しくない」と回答した児童が現６年生に４名、現３年生に
１名いた。 

④ 令和８年度生活アンケート結果より 
  ３年生以上を対象とした生活アンケートでは、朝食に関して、約１０％の児童が「ときどき食べる」あるいは 

「食べない」と回答している。また、平日のメディア利用が３時間以上である児童の割合が３０％近くあり、望
ましい生活習慣の定着に向けた啓発や児童の意識改革が必要である。 

 
＜実践内容＞ 
① 委員会活動と連携して、学校全体で取り組む運動遊びを計画し、運動の機会を増やしていく。また、持久走大
会の練習期間に朝のランニングタイムを設定し、持久力の向上に努める。 

② 校内研修の時間に実技研修などの復講を行い、児童が体育を「楽しい」と思える授業づくりについて、全職員
で情報を共有する。 

④ 月末に実施するアンケートで児童の生活習慣の実態を把握し、養護教諭や栄養教諭と連携しながら、朝食摂取
の必要性に関する食育指導や、生活習慣改善に向けた保健指導を実施する。また、学級懇談会などの機会に親の
学びの時間を設定し、児童の生活習慣の課題について考えてもらう機会とする。１２月には栄養教諭と連携して
保護者に向けた「食育講話」を実施し、朝食摂取に対する意識の高揚を図る。 

 
 

 

＜令和８年度＞ 

・児童数 124 人 

・学級数    （ 7 ） 学級 

・運動やスポーツをすることが好き  ％ 
 ％ ・運動やスポーツをすることがどちらかと

いうと好き 
 ％ 

・体育の授業が楽しい  ％ 
 ％ 

・体育の授業がどちらかというと楽しい  ％ 

 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計 

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 人数 ％ 

Ａ ２ １ １ ４ ２ １ ２ １ ３ １ ２ ２ ２２ １８ 

Ｂ ６ ３ １ １ ０ ２ ２ ６ ９ １ ２ ７ ４０ ３３ 

Ｃ ３ ２ ２ １ ７ ４ ０ ４ ２ ４ ２ ５ ３６ ２９ 

Ｄ １ ０ ０ ０ ３ １ ３ １ ２ １ ４ ３ １９ １６ 

Ｅ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ １ ５ ４ 

令和８年度体力テスト結果 


